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村の場所と調査活動村の場所と調査活動

野行地区の場所
県道50号

野行地区

野行地区の場所
葛尾村役場

この近く

日付 目的 内容

（１） 9月12日13日 地区の状況把握 企画案説明と戸別訪問調査

（２） 10月24日 企画の検討 企画の説明と意見聴取

バーベキューでの親睦

（３） 11月3日 地区の状況把握 かつらお自然の恵み感謝祭参加
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訪問調査訪問調査
 １回目:状況把握のための訪問

１日目の企画案説明風景
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訪問調査 超軟水の湯につか訪問調査
～宿泊先 せせらぎ壮～

超軟水の湯につか
り、心身ともにリフ

レッシュ！
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自 あ

村の自慢
は？

普段の生活で
困っていること

は？自然があ
り空気が
綺麗！？

は？

訪問調査
２日目の聴き取り調査風景

訪問調査

交通の道路が
不便・・・だけど便 け
交通事故は０!?

村のみんなは
仲良しで協力

NHKがそばの
花を撮影！

仲良しで協力
し合っている

私たちの訪問を温かく迎えてくれました
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訪問調査訪問調査
２回目:企画検討のための訪問

案説案説企画案説明風景企画案説明風景

企画案を地域の皆さんに発表しました～企画案を地域の皆さんに発表しました～
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訪問調査訪問調査
バーベキューで交流風景バーベキューで交流風景バ ベキュ で交流風景バ ベキュ で交流風景

挨拶から始まりおいしい食べ物と挨拶から始まりおいしい食 物と
えごまのおはぎを頂きました！

エゴマのおはぎ
サイ ＞￥＜サイコー ＞￥＜
美味しかったです！
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訪問調査訪問調査

バ ベキ 交流風景バ ベキ 交流風景バーベキューで交流風景バーベキューで交流風景

子供たちとも仲良くなり!?子供たちとも仲良くなり!?
最後にはビンゴ大会！

とても楽しくできました。 8



訪問調査訪問調査
３回目：村民との交流のための訪問３回目：村民との交流のための訪問

会場内の風景
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訪問調査訪問調査
蕎麦販売のお手伝い蕎麦販売のお手伝い

この大きな鍋で茹でるこの大きな鍋で茹でる
お手伝いをしました
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村の概要村の概要
村の良いところ村の良いところ

 連帯感抜群！

公共施設の充実 公共施設の充実

 どこかやさしい自然 …等々

村の心配なところ村の心配なところ

 地域を支える次の世代が少ない

 お年寄りには物の購入が不自由

 総合病院までの距離が遠い …等々総合病院までの距離が遠い …等々
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村の概要
 野行地区 人口分布

25
現在 人口分布 25

20年後 人口分布
女性
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10
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0
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10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代

0

5

30代 40代 50代 60代 70代 80代 90代 100代

平成２２年１０月１日現在

年齢 年齢

20年後の変化
年代 0以上 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 90代

人数 13 8 7 19 6 21 21 13 17 0

年代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 90代 100代

人数 8 ７ 19 6 21 21 13 17

現在地域を支えている世代は４８人！
地域を支える世代は３２人！ 12



村の概要村の概要
村全体の村づくりの目標 （村長の考え）村全体の村づくりの目標 （村長の考え）

過疎 少子化 の対応 過疎・少子化への対応

 村の資源を活かす

 交流などによる地域の活性化

 「人情あふれる住民の心を大切にし 住んでよかった」 「人情あふれる住民の心を大切にし、住んでよかった」

と思える村づくり
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企画の考え方企画の考え方

村長が考える村づくりを根底に企画を立ち上げる 村長が考える村づくりを根底に企画を立ち上げる

 野行地区の「心」に合った住民を集めて地区の活性化

を図る

 地区の方と学生が協力して継続的に進める 地区の方と学生が協力して継続的に進める

 学生の情報技術と地域の施設を活かした企画である
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企画の考え方
 企画のサイクル

企画の考え方

情報の発信

さまざまな
外部から

ク 宣伝アクセス

村への

興味
企画を通して

の感想

交流の企画を通し
外部の方と

きっかけ
外部の方と

交流
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企画の考え方
 企画のサイクル

企画の考え方
企画のサイクル

企画を企画を通交流の
お互いを
理解！

企画を
通しての
感想

し外部の
方と交流

交流の
きっかけ 理解！

この３つを[野行地区]の方の担当この３つを[野行地区]の方の担当

 企画名：「のゆき」体験ツアー 企画名：「のゆき」体験ツア

外部の方との交流、そしてお互いを知り合う機会
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企画の考え方
 企画のサイクル

企画の考え方
企画のサイクル

村への興味
情報の発信
さまざまな宣伝

企画の
継続！

この２つを学生の担当この２つを学生の担当

広報法：「のゆきのこの指とまれ」広報法 のゆきのこの指とまれ」
（Ｎｏｙｕｋｉ ｎｏ Ｋｏｎｏｙｕｂｉ Ｔｏｍａｒｅシステム 略称」：ＮＫＴシステム）

広報による呼び込みとサ ビ 向上のシ テム広報による呼び込みとサービス向上のシステム
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企画概要企画概要

 企画内容

体験ツアー（１泊２日）

 ツアーガイドは地元の方

 共通で農業体験と[登山 地区探索] ２コースのどちらか 共通で農業体験と[登山、地区探索] ２コ スのどちらか

 バーベキューでツアー参加者と地域住民との交流

（お互いを知る）（お互いを知る）
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企画概要企画概要
企画について企画について

 広報法内容

ＮＫＴシステムＮＫＴシステム

 農業に興味がある・農家になりたい人を募集する

 野行を既に来たことがある人が再度来たくなるようにする

 野行住民と野行に興味を持ってくれる仲間の対話の補助民 興 持 く 補

具体策として具体策として

ブログの定期更新、イベント計画や注目してほしい事柄

ＳＮＳを使用したコミュニケーション…等々
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企画概要企画概要
今後のスケジュール予定今後のスケジ ル予定

２２年度：企画の実行方法の詳細決定２２年度：企画の実行方法の詳細決定

２３年度：試行実験（ツアー客は日大工学部の学生）

２４年度：本格運用・実地を目指す
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最後に最後に
 調査を通して野行地区の方と「心」を通わせることがで調査を通して野行地区の方と「心」を通わせることがで
き、イベント毎に参加するにつれ益々親睦を深められ、
ここに多くの方が訪れてくだされば 大変多くの方が良いここに多くの方が訪れてくだされば、大変多くの方が良い
交流を実現できると確信しました。

まだまだ我々には課題がたくさんありますが 野行地区まだまだ我々には課題がたくさんありますが、野行地区

の方と今後もより一層親睦を深め本音で話し合っていき、
より良い野行地区の「理想の将来」になるように 緒に努より良い野行地区の「理想の将来」になるように一緒に努
力していきたいです。
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さま皆さま、ご清聴

ありがとうござ ましたありがとうございました。
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